


  進行性筋ジストロフィー(以下 PMD と略)は、筋力低下、筋萎縮を主徴とする

遺伝性筋疾患であるとされているが、その本態は尚不明で、その主な死因は心

不全或いは呼吸器系の感染症であると報告され、筋変性、感染と直接的に関連

する各酵素の変動状態についての報告に比し、全身的変化を表現する血漿蛋白

分画の変動についての報告は少ないようである。それで私達は PMD の血清蛋白

分画変動を定量法により検討している。50 年度は血漿蛋白 12 分画の変動こつ

いて報告したが今回は更に PMD 血漿蛋白 20 分画の変動を健常者との比較、季

節的変化等について検討したので報告する。


